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企業理念
NSKは、MOTION & CONTROL
を通じ、円滑で安全な社会に貢献
し、地球環境の保全をめざすとと
もに、グローバルな活動によって、
国を越えた人と人の結びつきを強
めます。

経営姿勢
1.  世界をリードする技術力によっ

て、顧客に積極的提案を行う。
2.  社員一人ひとりの個性と可能性

を尊重する。
3.  柔軟で活力のある企業風土で時

代を先取りする。
4.  社員は地域に対する使命感をも

とに行動する。
5.  グローバル経営をめざす。
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▶ 連結決算ハイライト

売上高

前年同期比
＋5.0％

経常利益

前年同期比
△22.4％

営業利益

前年同期比
△19.7％

当期純利益

前年同期比
△17.6％

平成24年3月期
第2四半期

3,519億円

平成24年3月期
第2四半期
218億円

平成24年3月期
第2四半期
229億円

平成24年3月期
第2四半期
144億円

平成25年3月期
第2四半期
3,694億円

平成25年3月期
第2四半期
170億円

平成25年3月期
第2四半期
184億円

平成25年3月期
第2四半期
119億円

■ 中間配当について
当期の中間配当金は下記のとおりです。
1.中間配当金� 1株につき金6円
2.中間配当の効力発生日並びに支払開始日� 平成24年12月4日（火）

Financial Highlights
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代表執行役社長 大 塚 � 紀 男

▶ 株主の皆様へ

●連結決算の概況について
　当社第152期第2四半期（平成24年4月1日から平成
24年9月30日まで）の概況についてご報告申し上げます。
　当第2四半期においては、日本では復興需要を背景に
して緩やかな回復がみられましたが、中国やアセアンを
中心とする新興国経済では成長が鈍化してきました。ま
た、欧州債務危機に伴う財政・金融不安の影響が長期化
する懸念もあり、世界経済全体としては景気の減速感が
強まりました。
　当社グループはこのような経済環境下、成長戦略と体
質強化を推進し、拡販活動やコストダウンなどに取り組
んでまいりました。
　この結果、売上高は3,694億1百万円と前年同期に比
べて5.0％の増収となりましたが、営業利益は円高等の
影響もあり184億16百万円にとどまり、前年同期に比べ
て19.7％の減益となりました。経常利益は169億54
百万円と前年同期に比べて22.4％の減益となり、税金
費用、少数株主利益を控除した結果、四半期純利益は
118億57百万円と前年同期に比べて17.6％の減益とな
りました。

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御
礼申し上げます。

　さて、当社第152期中間報告書（平成24年4月1日か
ら平成24年9月30日まで）をお届けいたしますので、ご
高覧のほどお願い申し上げます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援
を賜りますよう、お願い申し上げます。

President's Message
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産業機械事業

●セグメントごとの業績
①産業機械事業
　産業機械関連需要は、前期後半から減少傾向が続いて
おります。各地域において拡販活動に取り組みましたも
のの、産業機械軸受及び精密機器関連製品共に売上が減
少しました。地域別にみると、日本では中国の景気減速
に伴い、前期まで好調であった工作機械や建設機械向け
の売上が減少しました。米州では主に南米のアフター
マーケット向けが、欧州では一般産業機械や電機関連向
けが減少しました。中国ではアフターマーケット及び工
作機械向けが減少しました。

　この結果、産業機械事業の売上高は1,122億25百万
円（前年同期比△15.7％）、営業利益は87億66百万円
（前年同期比△41.7％）となりました。

②自動車事業
　自動車関連需要は、自動車軸受及び自動車部品共に増
加しました。地域別にみると、日本では東日本大震災後
の自動車生産の回復やエコカー補助金の効果などにより
売上が増加しました。米州では景気の持ち直しがみられ、
日系自動車メーカーの販売が回復し、電動パワーステア
リングが増加しました。欧州では依然として市場が低迷

　ミニチュア軸受から超大型軸受までフルラインナップを誇る「産業
機械軸受」、ボールねじ、リニアガイド、メカトロ製品などからなる「精
機製品」、2つの分野で事業を展開しています。多様な製品ラインナッ
プと高度な技術力を強みに、工作機械、鉄鋼、鉄道、家電やパソコン、
半導体・液晶製造装置など、さまざまな産業のニーズに応えています。

新型新幹線E5系用複列円筒ころ軸受

電動射出成形機用高負荷用ナット冷却ボールねじ

▶ 株主の皆様へ
President's Message

NSKセグメントハイライト

第2四半期 期末

2,558

1,122

（単位：億円）
売上高
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自動車事業

していることから、売上が減少しました。中国では自動
車市場拡大に鈍化がみられ、足元では日系自動車メー
カーの減産の影響も出始めました。タイでは自動車購入
促進策などによる自動車販売増があり自動車軸受及び電
動パワーステアリングが増加しました。
　この結果、自動車事業の売上高は2,438億27百万円
（前年同期比+21.8％）となりました。営業利益は、円
高の影響を受けたものの、この売上の増加を受けて123
億44百万円（前年同期比+34.4％）となりました。

● 利益配分に関する基本方針及び
　当期の配当について
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営方
針の一つとしております。配当につきましては、安定的
な配当を継続実施していくことを基本としつつ、連結
ベースでの配当性向や業績水準等を勘案して決定したい
と考えております。この基本方針のもと、当期の中間配
当金につきましては、1株当たり6円で実施いたします。
また、期末配当金については、当社を取り巻く事業環境
が当初の想定よりも厳しい環境で推移することが見込ま
れることから1株当たり5円を予定しております。

　ハブユニット軸受やニードル軸受をはじめとする「自動車軸受」と
電動パワーステアリング（EPS）やオートマチックトランスミッショ
ン関連製品などの「自動車部品」の2つの分野からなる事業で、自動車
の安全で快適な走行を支えています。近年ますます高まる環境への配
慮や新興国での需要に対しても、最先端の技術力とグローバルネット
ワークを駆使して貢献していきます。

高密封性ハブユニット軸受

コラムタイプ電動パワーステアリング

第2四半期 期末

4,446
（単位：億円）

売上高

平成24年3月期 平成25年3月期
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▶ 株主の皆様へ
President's Message

●コンプライアンス体制について
　当社は、平成23年7月に、当社のベアリング（軸受）
製品の取引に関して独占禁止法違反の疑いがあるとして、
公正取引委員会による立入検査を受け、これ以降、国内
外の関係当局による調査等を受けております。また、平
成24年6月に、当社並びに当社の元役員及び元従業員は、
ベアリング（軸受）製品の取引に関する独占禁止法違反
の容疑により、東京地方検察庁から起訴されました。
　当社及び当社グループといたしましては、国内外の関
係当局による調査等に全面的に協力しております。
　これら一連の件につきましては、株主の皆様をはじめ、
お客様や関係者の皆様に多大なご心配をおかけすること
になりましたことを深くお詫び申し上げます。
　当社は、これらの事態を厳粛かつ真摯に受け止め、原
因の究明を行うとともに、これと並行してコンプライア
ンス体制のより一層の強化のための様々な取組みを行っ
ております。かかる取組みの一環として、当社は、平成
24年3月に、社長及び担当役員から直接の指揮・監督を
受けて全社的にコンプライアンス諸施策を推進する上位
の社内組織としてコンプライアンス委員会を設置いたし
ました。同委員会は、コンプライアンス強化に向けた方針
を制定し、その方針を実現するためのコンプライアンス
強化策を策定・推進するとともに、その実施状況等を監
視・監督し、これを定期的に取締役会に報告いたします。
　また、同委員会は、社外有識者をアドバイザーとして
招聘して、客観的な立場から、専門的知見に基づく助
言・提言を得ることとし、これをコンプライアンス体制

の更なる充実のための取組みに反映させてまいります。
当社は、同委員会が定める方針の下、全社員を対象とし
た研修等のコンプライアンス強化策を実施してまいります。
　なお、当社は、平成24年7月に、同委員会の策定する
方針やコンプライアンス強化策に基づき、NSKグループ
全体のコンプライアンスに関する業務全般を担当する専
任部署として、コンプライアンス本部法務部の傘下にコ
ンプライアンス推進室を新設いたしました。

　さらに、当社は、社内規則についても、「NSK企業倫
理規則」、「コーポレートガバナンス規則」及び「コンプ
ライアンス規則」を改定し、新たに「競争法遵守規則」
を制定するなど所要の整備を行い、コンプライアンス体
制のより一層の強化に努めております。
　当社は、新たなコンプライアンス体制の下、全社をあ
げて、法令遵守の徹底及び企業の社会的責任に基づいた
事業活動の推進に、より一層努めてまいる所存でありま
す。
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■四半期連結貸借対照表� 単位：百万円（未満切捨）

平成25年3月期
第2四半期

（平成24年9月30日）

平成24年3月期
（平成24年3月31日）

資産の部
　流動資産 440,184 454,631
　　現金及び預金 49,104 72,726
　　受取手形及び売掛金 138,877 155,234
　　有価証券 88,571 66,067
　　棚卸資産 117,013 115,417
　　その他の流動資産 46,617 45,186
　固定資産 379,496 390,442
　　有形固定資産 250,277 251,644
　　無形固定資産 12,915 12,526
　　投資その他の資産 116,303 126,271
　資産合計 819,681 845,073
負債の部
　流動負債 296,962 308,501
　　支払手形及び買掛金 130,304 137,607
　　短期借入金 84,910 84,403
　　社債 30,000 30,000
　　その他の流動負債 51,747 56,490
　固定負債 230,891 237,506
　　社債 35,000 35,000
　　長期借入金 146,715 147,346
　　その他の固定負債 49,175 55,159
　負債合計 527,854 546,007
純資産の部
　株主資本 327,858 319,514
　　資本金 67,176 67,176
　　資本剰余金 78,340 78,340
　　利益剰余金 186,855 178,186
　　自己株式 △4,513 △4,188
　その他の包括利益累計額 △54,545 △39,202
　　その他有価証券評価差額金 9,353 14,766
　　為替換算調整勘定 △63,899 △53,969
　新株予約権 482 540
　少数株主持分 18,032 18,212
　純資産合計 291,827 299,066
　負債及び純資産合計 819,681 845,073

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（未満切捨）

平成25年3月期
第2四半期

　平成24年4月 1 日（〜平成24年9月30日）
平成24年3月期
第2四半期

　平成23年4月 1 日（〜平成23年9月30日）
営業活動によるキャッシュ・フロー 26,623 10,939

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,512 △26,198

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,780 14,690

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,440 △2,583

現金及び現金同等物の増減額（△：減少） 1,890 △3,151

現金及び現金同等物の期首残高 135,307 120,333

連結子会社の決算期変更に伴う現金
及び現金同等物の増減額（△：減少） △101 △157

現金及び現金同等物の四半期末残高 137,096 117,023

■四半期連結損益計算書� 単位：百万円（未満切捨）

平成25年3月期
第2四半期

　平成24年4月 1 日（〜平成24年9月30日）
平成24年3月期
第2四半期

　平成23年4月 1 日（〜平成23年9月30日）
売上高 369,401 351,877

売上原価 298,361 276,943

売上総利益 71,039 74,934

販売費及び一般管理費 52,623 51,998

営業利益 18,416 22,935

営業外収益 3,744 4,311

営業外費用 5,206 5,408

経常利益 16,954 21,839

特別損失 818 －

税金等調整前四半期純利益 16,136 21,839

法人税等 3,288 6,902

少数株主損益調整前四半期純利益 12,847 14,936

少数株主利益 989 547

四半期純利益 11,857 14,388

▶ 連結財務諸表（要旨）
Financial Statements
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▶ NSK ZOOM UP

初の販売拠点は？Q
1963年、ドイツ（当時は西ド
イツ）・デュッセルドルフ市にド
イツNSK社を設立。（NSKの日
本以外の販売拠点としては、米
国に次いで2番目。）

A

設立当時、入居していたビル外観

NSKの欧州事業の概要 NSKの欧州事業のポイント

初の生産拠点は？Q
1976年、イギリス・ダラム州
にピータリー工場を設立。（NSK
の日本以外の生産拠点として
は、ブラジルに次いで2番目。）

A

設立当時の外観

収益性の更なるUPのため、真の現地化を推進する欧州事業
　欧州債務危機による混乱の長期化を背景に、欧州経済は困難に直面していますが、NSKの欧州事業（欧州NSK）は
円高・ユーロ安対策、生産性改善、販売力強化など各種の対策を行い、体質強化を進めております。

ヨハネスブルグ
（南アフリカ）

ニューアーク（イギリス）

メイデンヘッド（イギリス）

ピータリー（イギリス）

ムンダーキンゲン（ドイツ）

バウブジフ（ポーランド）

ワルシャワ（ポーランド）

イスタンブール（トルコ）

ジャルフ（ポーランド）

シュトゥットガルト（ドイツ）

ミラノ（イタリア）

グイヤンクール（フランス）

ティルブルフ（オランダ）

ヴォルフスブルク（ドイツ）

バルセロナ（スペイン）

ラティンゲン（ドイツ）

キェルチェ（ポーランド）

ドバイ（アラブ首長国連邦）

生産拠点本社 研究・開発拠点

販売拠点など 物流拠点

1,500

1,000
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00
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売上高 営業利益
（単位：億円）
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売上高と営業利益



8

1.急激な円高・ユーロ安への対策と生産性の改善
　欧州NSKは長期化する欧州の不況の影響に加え、日本から
調達している製品や部品につき、円高の影響も受けています。
このため、日本での生産の一部を欧州の工場へ移管し、調達
や生産の現地化を進めています。欧州NSKでは、今後も更な
る調達や生産の現地化を進めていきます。
　また、欧州NSKは、工場の生産能力を上回る程の多くの受
注を頂いております。このため、欧州NSKでは既存設備の生
産性を向上することで、投資額を最小化し、需要増への対応
と工場の収益性を向上しています。この結果、厳しい市場環
境の中でも欧州NSKの法人所在地別営業利益は黒字を確保し
ております。

3.世界をリードする欧州の自動車技術革新への対応を強化
　欧州には、世界トップクラスの自動車メーカーが数多くあ
り、その一つであるVW（フォルクスワーゲン）は、NSKの
最も重要なお客様の一つです。VWが2011年に欧州で発売し
た小型車up!（アップ）には、主に欧州NSKで開発され、欧州
の工場で生産されたNSKのコラム式EPSが採用されています。
　NSKのヨーロッパ・テクノロジーセンターでは、欧州での
技術サービスを強化するため、ステアリング技術者の増員と
ステアリングの試験設備の整備・強化をしてきました。
　VWのようなグローバルに事業展開するお客様は、世界中
の工場で生産しているため、NSKとしてもグローバルな研究・
開発ネットワークを拡充させて、中国やアメリカのテクノロ
ジーセンターと継続的に連絡を取り合い情報交換し、研究・
開発をしています。

　欧州NSKは、厳しい経済環境を克服するため、幾多の斬新
な施策を実施し、優れたQCD（品質、コスト、納期）を実
現してきました。今後も、NSKグループ発展のために貢献し
ていきます。

2.新市場の開拓に向けた販売力の強化、販売拠点拡大
　厳しい経済環境を克服するため、欧州NSKは販売力の強化
にも取り組んでいます。その一つが未参入市場の開拓など、
販売地域の拡大です。2012年11月には中東のドバイで本格
的な事業を開始しますが、それに先がけ本年の5月22〜24日
に開催された中東最大の自動車部品専門見本市である「アウ
トメカニカ・ミドルイースト」では、NSKの潜在顧客にNSK
ブランドと技術力をPRしました。

　また、欧州NSKは優れた販売店・代理店を欧州NSKの公認

「アウトメカニカ・ミドルイースト」
でのNSKブース

欧州NSK公認販売店の認定
シール

VWのup! に採用されたEPS ヨーロッパ・テクノロジーセンター
（ドイツ・ラティンゲン市）

販売店として、一目で分かるデザインのシールを作成し、提
供しています。この他、欧州統一の教育プログラムを実施し、
販売店とお客様にNSKの製品とサービスについての最新情報
も提供しています。
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会 社 名�：日本精工株式会社（NSK�Ltd.)
本 社�：東京都品川区大崎一丁目6番3号
設 立�：大正5年（1916年）11月8日
資 本 金�：671億円
従 業 員 数�：6,595名（NSKグループ�28,225名）
主な事業内容�：�産業機械軸受、精密機器関連製品、

自動車軸受、自動車部品の製造及び販売

役員（平成24年9月30日現在）

取 締 役（代表執行役社長） 大塚　紀男
取 締 役（代表執行役専務） 齋藤　量一
取 締 役（代表執行役専務） 小森　　勉
取 締 役（代表執行役専務） 新保　敏英
取 締 役（執行役専務） 芝本　英之
取 締 役（執行役専務） 満江　直樹
取 締 役（執行役常務） 内山　俊弘
取 締 役 市川　達夫
社外取締役 指田　禎一
社外取締役 萩原　敏孝

社外取締役 鈴木　和男
社外取締役 小原　之夫
執 行 役　専務 ノルベルト･シュナイダー
執 行 役　常務 長竹　和夫
執 行 役　常務 相島　雅一
執 行 役　常務 松原　正英
執 行 役　常務 荒牧　宏敏
執 行 役　常務 土井　英樹
執 行 役　常務 波田　安継
執 行 役　常務 後藤　伸夫

執 行 役　常務 鈴木　茂幸
執 行 役　常務 杉本　直樹
執 行 役 長島　俊幸
執 行 役 渡利　　勝
執 行 役 鈴木　　寛
執 行 役 神尾　泰宏
執 行 役 井上　浩二
執 行 役 桑城　　栄
執 行 役 バーナード･リンゼイ
執 行 役 池村　幸雄

執 行 役 中島　秀雄
執 行 役 野上　宰門
執 行 役 新井　　稔
執 行 役 麓　　正忠
執 行 役 小木曽文雄
執 行 役 松本　　保
執 行 役 宮崎　裕也
執 行 役 村田　一成
執 行 役 エイドリアン･ブラウン

NSKホームページの投資家情報サイトのご案内

＜主な内容＞
●�社長メッセージ� ●�セグメント情報
●�業績ハイライト� ●�株式・格付情報
●�株主総会� ●�IRイベント、IR資料集
●�個人投資家の皆さまへ� ●�電子公告
●�よくあるご質問� ●�IRに関するお問い合わせ

NSKは「投資家情報」サイトに社長メッセージや決算説
明資料、財務・業績情報、株式情報などを掲載しており
ます。また株主の皆様により深くNSKのことをご理解頂
くために開示情報の内容充実に努めております。

投資家情報　http://www.jp.nsk.com/investors/

▶ 会社概要（平成24年9月30日現在）

Corporate Profile
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資本金： 67,176,546,655円
発行済株式総数： 551,268,104株
株主数： 25,722名

株主名 所有株式数 持株比率
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 44,192千株 8.17％
富国生命保険相互会社 30,700千株 5.68％
日本生命保険相互会社 30,575千株 5.65％
明治安田生命保険相互会社 26,726千株 4.94％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 22,616千株 4.18％
株式会社みずほコーポレート銀行 19,011千株 3.51％
全国共済農業協同組合連合会 13,702千株 2.53％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（三井住友信託銀行再信託分・トヨタ自動車株式会社退職給付信託口） 10,709千株 1.98％

トヨタ自動車株式会社 10,000千株 1.85％
SSBT�OD05�OMNIBUS�ACCOUNT�-�TREATY�CLIENTS
（常任代理人　香港上海銀行東京支店） 9,744千株 1.80％

（注）持株比率は、自己株式（10,911千株）を控除して計算しております。

大株主

所有者別分布状況

金融機関
87名 0.34％

証券会社
74名 0.29％

外国人
373名 1.45％

個人・その他
24,799名 96.41％

自己名義株式
1名 0.00％

自己名義株式
10,911,894株 1.98％

その他国内法人
388名 1.51％

証券会社
11,349,261株 2.06％

その他国内法人
53,960,475株 9.79％

外国人
116,276,088株 21.09％

金融機関
283,178,060株 51.37％

個人・その他
75,592,326株 13.71％

株主数
25,722名

株式数
551,268,104

株

株主メモ

▶ 株式の状況（平成24年9月30日現在）

Shareholder Information

◦事業年度 4月1日〜翌年3月31日

◦定時株主総会 6月

◦配当の基準日 期末配当金－3月31日
中間配当金－9月30日

◦1単元の株式の数 1,000株

◦株主名簿管理人 〒103－8670　東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

◦同事務取扱場所 〒103－8670　東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

◦公告掲載 電子公告により行います。http://www.jp.nsk.com/
但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告
をすることができない場合は、東京都において発行す
る日本経済新聞に掲載する方法により行います。

証券会社に口座を
お持ちの場合

証券会社に口座をお持ちでない場合
（特別口座へ記録されている場合）

郵便物
送付先

お取引の証券会社にな
ります。

〒168－8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社
証券代行部

お問い
合わせ先

みずほ信託銀行株式会社
証券代行部　
ご照会専用フリーダイヤル
0120－288－324

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社　
　本店及び全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社
　本店及び全国各支店

（未払配当金のお支払いのみ）
　株式会社みずほ銀行　全国本支店

ご注意 下記記載 単元未満株式の買取・買増以外の株
式売買はできません。

（注）  株式が証券会社の口座の場合、未払配当金のお支払い及び支払明細のご発行は、
上記右欄の郵便物送付先・お問い合わせ先・お取扱店へお問い合わせください。
みずほインベスターズ証券株式会社は、平成25年1月4日以降はみずほ証券株
式会社となります。



ホームページアドレス：
http://www.jp.nsk.com/

口座振込みによる配当金のお受取りのご案内
配当金領収証で配当金をお受取りの株主様へ

◆口座振込みによる配当金のお受取りは確実で安全です。
�支払開始日には、株主様の口座に確実に振込まれます。従って受取り忘れや盗難等の心配がござ
いません。

◆お手続きは

　①証券会社に口座をお持ちの場合、　　 お取引の証券会社へ
　②証券会社に口座をお持ちでない場合、みずほ信託銀行㈱＊1へ　

お問合せください。

　　（特別口座へ記録されている場合）

　　＊1�みずほ信託銀行㈱証券代行部フリーダイヤル0120－288－324

◆口座振込みによる配当金受取りは以下3方式がございます。（株主様のニーズに応じてお選びください）
　①『個別銘柄指定方式』
　　銘柄ごとに銀行等の口座を指定する方式です。
　　※ゆうちょ銀行の貯金口座へ振込み指定が可能です。
　　※�複数口座の当社株をご所有されている場合、1箇所の手続きで全ての振込み手続

きが可能です。

　②『登録配当金受領口座方式』
　　�すべての銘柄の配当金を、1つの銀行等の口座で受取る方式です。
　　※�1回のお申込みで、ご所有されているすべての銘柄の手続きができます。
　　※ゆうちょ銀行の貯金口座はご指定いただけません。

　③『株式数比例配分方式』（証券会社にのみ口座をお持ちの株主様対象）
　　お取引の証券会社の証券口座で配当金を受取る方式です。
　　※�複数の証券会社でご所有の場合は、株式数に応じて配当金が証券口座に入金さ

れます。
　　※ご所有の株式の一部が特別口座＊2で管理されている場合などは、選択できません。

　　＊2��株主様より証券会社口座のお届けが無い株式につきましては、株主様の権利を保全するため、当社がみずほ信託銀行㈱に開設した特別口座
にて管理しており、株式を売買することはできません。

配当金 日本精工

A　社

○○銀行

△△銀行

配当金 日本精工

A　社
□□銀行

配当金
日本精工

甲証券

乙証券


